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本論文が対象とした岩猿敏生（１９１９-２０１６）は，１９５０年「図書館法」公布
の４カ月後に図書館界に身を投じ，国立大学図書館幹部（２６年間），私立大
学文学部教授（１４年間），在野での活動（２４年間）があり，この間，国立大
学図書館協議会（現在の国立大学図書館協会），日本図書館協会，日本図書
館学会（現在の日本図書館情報学会），日本図書館研究会等の館界の諸組織
で種々の重責を務めるなど，昭和後期・平成時代の６４年間の長きにわたり
戦後日本の図書館界を牽引してきた。その間に２３０点以上の著作物を残して
いる。岩猿敏生の大学図書館経営論に関する思考の推移と図書館（情報）学
の足跡を検証するところに本論文の目的がある。
第１章 岩猿敏生司書官誕生と大学図書館経営の学問的遍歴のはじまり
──九州大学附属図書館司書官時代──
第１章では，岩猿敏生が最初に司書官として勤務した九州大学附属図書館
の時期に焦点をあてた。図書館の実務経験は皆無，しかも若干３１歳の若さ
で国立大学図書館行政職のトップに就任した現場は，戦前からの整理業務が
重視された図書館であった。しかし岩猿は，図書館現場に染まる以前に，ア
メリカ図書館学の洗礼をうけた。その一方で，アメリカ図書館学の盲目的な
受入れにたいして警告を発し，さらに現代の図書館界の混乱の原因を明治以
降，安易に外国の図書館の技術を導入してきた図書館界にたいしても批判を
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している。京都帝国大学文学部哲学科で宗教学を専攻したこと，敗戦後に九
州帝国大学文学部大学院（旧制）に籍を置き，研究者を志向していた岩猿
は，実践的技術論では図書館学の樹立は不可能」と述べ，新旧の図書館像が
共存する混乱と矛盾が，岩猿を図書館学の理論的考察へと向かわせた。
第２章 大学図書館職員の専門性の追究
この章では，岩猿が実務者のレベルを上げることによって，司書職の専門
家集団を専門職集団へと向上させ，館界内外に広い支持を得ることに精力を
注いだ事実を検証した。当初，岩猿は大学図書館における労働力不足を量と
してとらえており，個々の図書館員の質については論じていない。国立大学
図書館協議会の委員として，岩猿は「図書館法」に基づく図書館業務の明確
化・具体化を実現しようとし，大学図書館職員の法制化に尽力した。岩猿の
考えが濃厚に反映されている『大学図書館の業務分析』は，日本の大学図書
館の業務の全体像を提示した唯一の職務区分表であり，大学図書館の業務内
容を明確化し，高度な専門的特質を確認した戦後の大学図書館職員の法制化
運動の貴重な資料となった。岩猿が中心となって編纂された『京都大学附属
図書館六十年史』は，附属図書館中心に編纂されたものであり，職員数，蔵
書冊数等について附属図書館よりはるかに多い部局図書室の事がふれられて
いない。しかし，独立した大学図書館史の嚆矢であったという高い評価を得
た。国立大学図書館を舞台に岩猿が活躍した成果の集大成として著作『大学
図書館』（雄山閣，１９７６）がある。
第３章 関西大学文学部教授時代
──岩猿敏生 教育者としての活動──
第３章は，関西大学文学部教授として司書養成に関わり，教育の実務経験
から司書資格履修者のための著作を７８本，業界誌に投稿するなど，司書職
の専門職化の論考をさらに発展させた。
岩猿は「図書館員の養成は図書館学教育に基づかなければならないし，図
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書館学教育は図書館学の研究に基づかなければならない」と明言している。
古巣の国立大学図書館の近代化に関しては，図書館組織の司書制度と官僚組
織の限界があることを指摘し，さらに岩猿は二階層構造（教官・事務官）か
ら三階層構造（教官・司書（官）・事務官）への提案をし，図書館職員の専
門職制の確立の実現を目論んだ。いずれのテーマも岩猿が行政官の身分から
離れ，私学の教授職に就いたことで俎上に載せることが可能になった主題で
あった。
第４章 岩猿敏生の日本図書館史史観の展開
──通称岩猿学校（図書館懇談会・大学図書館研究会・
岩猿研究会・京都図書館学研究会）時代──
第４章では，私塾ともいうべき，通称「岩猿学校」（図書館懇談会・岩猿
研究会・京都図書館研究会）を通じて，広領域の関係者（教育者，研究者，
司書等）を含めた図書文化史関係者の研究・学習の場を提供して，図書館関
係者の育成に精力を注いだ。この時期の最大の成果は，『日本図書館史概説』
（日外アソシエーツ，２００７）の上梓である。戦後一人の著者による初めての
日本の図書館の通史を意図した著作である。「一般に社会科学は歴史研究，
理論研究，政策論の三つの分野をもつが，歴史および理論的研究に基づかな
い政策論は，単なる意見の表明や思いつきに終わるであろう。」とのみずか
ら発言にのっとり，岩猿自身が歴史研究の成果を著述したものである。社会
科学である図書館学の構成要素のひとつである歴史研究の成果として，岩猿
は，日本の図書館の時代区分に時代の文化を担った層を基準とした独自の時
代区分の提案をおこなった。
『日本図書館史概説』には，石山洋の詳細な書評がある。そのなかで，
「ただし「敗戦に至る図書館界の崩壊」で（本文の記述を）止め，その戦後
の始末さえ欠くのは当を得ない」という指摘にたいして，「２１世紀以降の
益々顕著になった情報化時代に直面して，従来までの図書および図書館のあ
り方に対する既成の価値体系や制度的原理が揺らいでいる時，現代史を現在
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史へとつなぐ歴史的視点を見出し得なかったからである」，「「現代史否認」
の評は甘んじて受けざるを得ない」と釈明をしているが，戦後史執筆の意志
があり，準備をしていた様子は，彼が死後１，０００枚にも及ぶ抜書きを残して
いたことで明らかである。
第５章 岩猿敏生の図書館学論第２期
第５章では，第１章から第４章までの岩猿敏生の図書館学の考察・論考を
総括した。戦後の図書館学の流れと，岩猿が国立大学図書館協議会の重鎮と
しての業績と，私立大学教員への転身後，教育者として図書館職員の人事管
理の検討を通じて，図書館学の確立を模索した論考を明らかにした。岩猿図
書館学の論考は，図書館学であり，図書館職員の法制化運動，図書館職員の
養成・教育，専門職としての社会的地位の獲得，政治史とは別の日本図書館
史（文化史）の時代区分を提案，学問的裏付けとしての図書館学の追究は，
図書館学哲学は図書館員哲学である。図書館学はヒューマニティ-に基づく
という信念のもとに，情報学とは異なる独自の図書館学の領域論考へと深化
させている。岩猿図書館学の研究領域は，広義には日本図書館学であり，法
制化運動，大学図書館業務分析，図書館職員の採用問題など，時代の経過と
ともに論考が進展した。狭義には国立大学図書館経営であり，具体的には国
立大学の図書館職員の人事管理をあつかったものであったことを明らかにし
た。
結 章
結章では，岩猿が岩猿敏生の図書館学経営論思考の推移の背景を分析，整
理した。岩猿図書館学の論考の背景には，①戦前の天皇制ディスポティズム
を経験した。②京都帝国大学文学部哲学科宗教学専攻で宗教哲学を学んだ。
③敗戦後には，九州帝国大学文学部研究科（特別研究生）で宗教社会学の研
究に向かった。④行政官としては，下積み経験を経ることなく，大規模研究
大学附属図書館の管理職に就任した。２０年という長期間，異動もなく同一
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のポストに在職した。国立大学の幹部職員としては非常に稀な経歴の持ち主
であった。⑤教育者としては，助手等のオーソドックスなアカデミック・ポ
ストに就くことなく，私立大学教授の職位に就いたこと。様々な特殊な事情
があった。
形成された岩猿図書館学について，「図書館学の成果が図書館実務の上に
役立つかどうかということは問題ではない。もちろんその成果は実務の上に
生かされて，何らかの成果をあげうるであろうが，そのこと自体は図書館学
にとっては問題ないのである」という，岩猿の学問に対する信念（哲学）が
あった。
本論文では，行政官，教育者，研究者としての岩猿敏生の足跡と業績を通
じて，わが国の国立大学図書館の管理・運営の形態の変遷を考察し，岩猿敏
生の図書館経営論が図書館職員の人事管理の論考であることを明らかにし，
国立大学法人化以前の昭和後期・平成時代の比較的安定した時期までの国立
大学固有の大学図書館経営の構造的本質をあきらかにした。
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はじめに
山中康行氏が提出された「岩猿敏生の業績に見られるわが国大学図書館経
営思想の考察」は，本文がA４判WORD標準で３００頁を優に超える大著，
労作で，末尾に「岩猿敏生先生著作目録」と５０頁近くの詳細な「岩猿敏生
年譜」が添えられている。それとは別に学会発表された内容を論文化し，一
応の査読手続きを経た５本の学内紀要論文が補助論文として提出されてい
る。これら５本の論文は，この学位論文のもとになったものであるが，その
ままの形で学位論文に取り込まれたのではなく，新たな資料の発掘，吟味を
加え，本文をブラッシュアップされている。
論文の内容の要旨
・研究対象と視角
この学位論文が研究の対象とした岩猿敏生は，この国の代表的な戦後図書
館人のひとりに数え上げることができるが，国内外を見渡しても，他には例
を見ない経歴の持ち主である。生前，本人はみずからを一流の大学図書館の
アドミニストレーター，図書館（情報）学研究者と評価していたのであろう
が，本論文で検討されているように，この国の主として大学図書館の世界に
大きな足跡を残されてはいるが，第二次世界大戦の敗戦後の混乱が生み出し
た異端の存在である。
その経歴は，戦況不利の中で京都帝国大学を繰り上げ卒業し，わずかな期
間軍務についた後，宗教哲学の研究者をめざしたようである。そして旧制高
校のドイツ語の教師から，図書館学も修めず，図書館実務の経験も全く経る
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ことなく，九州大学の附属図書館の事務方トップ，司書官に転じた。その
後，京都大学附属図書館に移り，２，３年で人事異動がつきものの国家公務
員（事務官）でありながら，ほかの職場を経験することなく，２６年間を法
人化される以前の国立大学の図書館で過ごした。分類・目録作業や利用者に
向かうサービス業務の経験は一切ない。京都大学附属図書館在職中から，非
常勤講師として学部の司書課程の授業をもち，司書講習で講師を務めた経験
はあり，京都大学を５７歳で退職し，関西大学の司書課程の教授に就任
し，１４年間後進を育てた。関西大学を定年退職した後は，図書館現場で
育った人たちや図書館情報学の研究者をまわりに集め，俗に‘岩猿学校’と
呼ばれる研究会の中心として君臨した。
岩猿は，山中氏が作成した著作目録によっても，終生で２５０点近くのおび
ただしい著作を残しており，一応は知的生産性の極めて高い研究者といって
間違いない。この学位論文は，岩猿の来し方をたどりながら，その過程で書
かれた業績を仔細に検討している。岩猿の京都大学在職の時期の少なくない
期間を，山中氏は岩猿を‘雲の上の人’と仰ぎ，一度の面識も得られなかっ
たにせよ，遠眼から岩猿の雰囲気を嗅ぎ取り，ときに使用者側の存在として
批評することもあったであろうと思われる。また，岩猿が関西大学を退いた
後，山中氏が‘岩猿学校’の生徒として講筵に連なるようになり，また山中
氏が国立大学附属図書館を退職し，司書課程の教員として‘岩猿学校’に再
び戻り，近しく岩猿の謦咳に接している。そのような位置関係を考慮すれ
ば，通常の外部の第三者が客観的に記述した評伝ではなく，一定程度インサ
イダーの眼から遡及的に岩猿の心底までのぞき込もうとしたものと評価でき
る。読めばわかるように，ただヨイショをした内輪褒めの叙述は避け，突き
放し，できるだけ客観的な評価をしようとしており，この国の図書館分野の
人物研究としては出色の出来だと，誰もが高く評価するであろう。
・本論文の構成
この論文は，序章から起こし，本体は岩猿の人生を節目に時系列的に４つ
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の章が続き，そして岩猿の知的営為から産み出された彼固有の図書館論につ
いて論じた第５章，さらに結章を置き，この論文を締める。
第１章は，岩猿敏生が司書官として勤務した九州大学附属図書館の時期を
とりあげる。岩猿は図書館実務の経験は微塵もなく，突如，３１歳の若さで
国立大学図書館行政職のトップに就く。アタマでっかちの状態で戦勝国アメ
リカの図書館学に出会い，半可通なまま図書館を論じた。その矛盾した思考
回路を検討している。
第２章は，岩猿の人生の中心部分である京都大学附属図書館に勤務した時
期を論じている。岩猿は，この時期，図書館職員に関する一般論と職場であ
る京都大学の図書館，およびそれを含む国立大学図書館を俎上にあげ，検討
した。総じて岩猿はこの国の図書館職員の待遇向上を図る論陣を張るが，実
務に疎いために制度は論じても，部局図書館には射程が及ばず，また現実の
図書館現場で働く個々の職員に即した労働の質までは論じ切れていないこと
を，山中氏は指摘する。国立大学図書館協議会の重鎮として活躍した岩猿
は，京都大学の図書館員を糾合し，『京都大学附属図書館六十年史』編纂作
業の陣頭指揮をしただけでなく，京大附属図書館の近代化を推進したことを
論者は評価している。
第３章は，関西大学文学部教授として司書養成教育に取り組んだ岩猿につ
いて述べている。行政官としての立場を離れ，岩猿なりに客観的に司書養成
に関する仕組みやカリキュラムに関し論じた業績を山中氏は分析しており，
岩猿の論稿に一定の評価を与えている。
第４章では，一線を退いた岩猿の活動にふれる。その時期の岩猿の代表的
著作である『日本図書館史概説』（日外アソシエーツ，２００７）は類書に乏し
い日本図書館史の通史であり，その功績を讃え，そこで岩猿が行った時代区
分に一定の評価を与えている。
第５章は，時代を追って経糸として論述された第１章から第４章までを改
めて岩猿の図書館学総体を個々の事項的視点から論じた横糸的な考察を行っ
ている。岩猿は時代と空間を超えた哲学的図書館論を論じようとしたが，広
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い視野を持ちながらも，彼の図書館論は，所詮，彼の生きた時代と同時代人
でも真似のできなかった環境の産物であると，山中氏のホンネは言っている
ように読める。
結章は，山中氏がそこまで論じてきた内容をあらためて振り返り，再度整
理しなおしたものである。できるだけ客観的に論じようとしたこの論文であ
るが，行間には岩猿敏生を敬愛する論者の心情が滲み出ている。
【批評】
２０２０年２月６日（木）に行われた博士学位申請論文最終試験には，主査，
副査のほか，この論文のテーマに関心を持つ教員も参加し，活発な質疑応答
がなされた。
膨大な分量の提出論文は，本文の論述に加えて，参考文献，研究対象とし
た故・岩猿敏生氏の著作目録，年譜等が付され，形式的にも申し分のないも
のだとの評価を得た。経営学を専攻する教員からは，一流の大学の図書館実
務家を対象としたのであるから，実務と実務から抽出された理論との動的な
緊張関係がいま少し明確な形で論じられれば，学位論文としてはさらに優れ
たものにできたであろうとの意見が示された。いずれの分野においても，優
れた実務家が研究者に転ずるケースは多々存在し，そのような場合には実務
に根を張った説得力のある理論体系ができあがる。しかるに，もともと宗教
学の研究者たらんとして，敗戦後，旧制大学の大学院に籍を置き，旧制高校
でドイツ語，ドイツ文献を講じた研究者に出発点をもつ人物が，図書館実務
の経験を一切もたずに間違って図書館現場の事務方トップに据えられた経緯
もあって，右往左往しながら徐々に収斂していった岩猿の図書館理論なるも
のはなまなかなものではない。図書館情報学の教員は，そのような空前絶後
の存在である研究対象の事情を考慮すれば，この論文に前後で若干のブレが
あり，一定の歯切れの悪さが残るとしても，それは研究対象とされた生身の
人間，岩猿のやむを得ぬ欠点に由来するもので，著者の問題ではないと判断
している。論文にもふれられているように，岩猿と同世代の大阪市立図書館
１０ 桃山学院大学経済経営論集 第６２巻第１号
長から京都大学教育学部の教員に転じた森耕一や東京大学の図書館員から東
京大学教育学部の教員となった裏田武夫，若い世代の横浜国立大学図書館員
から後に相模女子大教授となった渋谷嘉彦などには，その理論のありようを
コテンパンに叩かれた事実がそれを裏書きしている。
当審査委員会は，所定の期日までに一応の見直しと修正をお願いしたが，
上記のような議論は，本論文の価値を云々するものではない。全体として
は，戦後日本，２０世紀後半の日本の大学図書館の経営についてていねいに
論じられたこの論文を高く評価することに変わりはなく，日本の図書館情報
学を研究する後続の研究者に対して，貴重なプレゼントを与えたことにな
る。
【最終試験結果】
２０２０年２月６日（木），本学聖トマス館において，審査委員全員が出席
し，山中康行氏の博士学位申請論文最終試験が行われた。この論文の著者の
プレゼンテーションのあと，提出論文を参照しつつ，質疑応答がなされた。
その後の審議において，審査委員全員一致で合格と判定された。
【結論】
よって著者は，博士（経営学）の学位を受けるに十分な資格を有するもの
と認める。
２０２０（令和２）年２月６日
審査委員（主査） 山 本 順 一
審査委員（副査） 谷 口 照 三
審査委員（副査） 中 村 恒 彦
博士論文の要旨および博士論文審査結果の要旨 １１
